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On the basis of the Impeclin theor~· ， pi・cviousl~’ suggested b~’ late Prof. emer. 

R ToRIKATA, Prof. Dr. AoYAGI et al. proved the existence of the Impedin potency 

in sarcoma of the man as ＇司1ell as in transplanted tumors of the animals, and 

advocated that the origin of these tumors must be or a microbiotic nature. 

Similarl~·， the author macle an experimental stud:v・ with the u日C of the y OSHIDA’s 
sarcoma, one of the transplantable tumors, to confirm whether it might possess 

the Irnpedin potenc~· ・

The di首位encein immunological e百ects,as stated hereunder (items 1-5), between 

the original ancl the boilecl filtrates of one and the same YosHIDA’5 sarcoma was of 
the most remarkable characteristics throughout the whole experimental results. 

1) I》hagoc~tosis of staphylococcus aureus in vitro. （片山 Tables 2 and Figs. 3) 

2) Phagocyte以isof staph~·lococcus aureus in vivo. （ ~.ce Tables 3～8 and Figs. 

4～5) 

3) Agglutinin production in the blood. (see Tables 9～34 and Figs. 6～13) 

4) Production of hemolysin. (see Tables 35～62 and Figs. 14～23) 

5) Precipitin production in the blood. (see Tables 63～86 and Figs. 24～47) 

When the original filtrate of the YosHIDA's sarcoma ＂’as added, all above 
mentioned immunologic e百ects(items 1-5) 1＼℃l℃ equall~’ inhibited. On the other 

hand, when the boiled filtrate was added, generally they were remarkably promoted. 

Especially filtrate which was boiled at the temperature of 100＇℃ for 30 minutes, 

showed the greatest e百ectsof promotion. 

These白1dingssuggest that the Irnpedin potency exists in the YosHIDA’s 
sarcoma, and that boiling the filtrate at the tcrnperatu1℃ of 100°C for 30 minutes 

would be most adequate for the complete disappearance of the Impedin potency. 
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Contrarily, with the use of either the original or the boiled filtrate of the non-
tumorous muscle which surrounded the transplanted tumor, the results were just 
opposite from what was obtained by the filtrates of the YosHIDA’s sarcoma. In 
other words, in case of adding the original filtrate the immunologic effects were 
superior to those in case of the boiled filtrate. 
These results reveal the fact that the Impedin potency exists only in the 
YosHDA’s sarcoma itself. The existence of the lmpedin potency in a certain tumor 
means that the particular tumor is of a microbiotic character. 
Thus, through the experimental results as stated above, the author is of the 
opinion that the origin of the Y osliI;DA’s sarcoma must be of a microbiotic nature, 
because it possesses the lmpedin potency. 

第1報試験管内喰菌現象に及ぼす吉

田肉腫生 ・煮両浸出液の作用

緒 言

可移植性動物種蕩の一つである吉田肉腫中にも果し

てイムベヂン勢力が保有されてあるかどうかを実験に

匡したのが本研究である．

試験等内対黄色ブドウ球菌（寺島株）喰菌現象に及

ぼす吉田肉腫生・煮両浸出液の作用及び最大l金菌作

用促進に必要な煮沸時間の決定．

実験A.吉田肉腫を以ての場合

実験材料

1. 可検腫fjJj生浸出液

純系白鼠健常皮下組織内へ吉田肉腫の腹水を注入移

植した後5～15日間に，麗大した腫蕩状組織のみを全〈

無菌的に周囲組織から摘出し，腫疹重量 lgに対して

0.5%石炭酸加0.85%食塩水を 5ccの割合で加えP 乳鉢

中で無菌的海砂と共に充分にすり潰し，試験管内に杉

してこれを 100°cの重盗煎中で5分間煮沸し，可凝性

蛋白休を凝固せしめて強力遠心しF 上澄液を取りこれ

を吉田肉腫の生浸出液とした．

2. 可検腫疹煮浸出液．

上記生浸出液の一部を11本のアンプルレ中に分封

L，更に 100°cの重盗煮中でそれぞれ 5分， 10分，

30分， 40分＇ 50分， 60分1 80分＇ 100分p 120分p更に

150分間煮沸して各時間の煮沸浸出液を得た．各液共に

特に沈澱溜濁等を認めなかった．

3. 黄色ブドウ球菌 （寺島株）菌液

黄色ブドウ球菌（寺島株〉の24時間室長天斜面培養を

0.5%石炭酸加0.85%食塩水に浮滋せしめたものを，60。
c 30分間加温殺菌しF 遠心して菌休と上澄液に分け，

此の菌体を更に0.85%食塩水で3回洗糠しp其の後0.85

%食塩水を加え浮活字させたもの．この菌液 lee中には

鳥潟沈澱計で l度目，即ち0.0007ccの菌量が含有され

ている．

4. 白血球液

300g内外の健常モルモット腹腔内へ中性肉汗約 10

ccを注入し＇ 4乃至5時間を経て同腹壁をプンクチオ

ン又は小切闘を加え，取り出した腹腔液をそのま 弘白

血球液として使用した．

実験方法

試験管内対黄色ブ ドウ球菌喰菌作を指標と して，生

液及び各煮沸時間液のそれに及ぼす影響を検査した．

~pち，上記可検撞疹生浸出液又はそれぞれの可検腫疹

煮浸出液p ブドウ球菌（寺島株）菌液p 白血球液の3

者を教室改良の ＼Vrightオプソニン測定法で， 一定

の硝子毛細管内に各々同量宛空気の間隔を置いて吸入

しP 次でこれを小硝子皿の下に吹き出し混和した後更

に硝子毛細管に入れ，37。Cの帰印器内に18分間放置し
次で塗抹標本を作り，乾燥固定後ギムザ液で染色検鏡

した．

この際多核白血球p 大単接移行型のよく染色された

もののみ 100個を選ぴ，また菌体は正しく白血球体内

に包l食されたもののみを計算した．更に l個の白血球

体内に5個以上の菌を喰したものは除外し，叉白血球

と菌との比例の甚だ異った視野に於けるものも除外し

た．喰，菌p 子の数値はすべて白血球100個中のもの

を以って表した．

実験結果

実験結果は第l表及び第I図に示す様である．

所見小括

1. l喰菌子数は30分煮液を加えたものが最大で次

で， 40分及び20分煮液を加えたものの順であった．
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2. 叉喰菌子数は＇ 5分及びJO分煮液を加えたもの

が生を加えたものよりも小となり＇ 20分煮I伎を加えた

もので治大した．而して30分煮液を加えるに及んで

「子」 は祭大値をとりp その後川分，50分等と煮沸時

間の延長するにつれて漸次 「子」数の減少を認めた．

実験B.健常白鼠筋肉組織を以ての場合

実験材料

1. 可検筋肉組織生浸出液．健常白鼠の胸部及び腹

部の筋肉組織を無菌的にと り出し，吉田肉腫皮下腫蕩

生浸出液を作った方法と全く同一操作に依って得たも

のである．

2. 可検筋肉組織煮浸出液．

筋肉組織生浸出液を11本のアムプルレ中に分封しp

実験Aに於て各時間煮沸浸出液を作ったと全く同様の

操作を施してそれぞれ5分， JO分， 20分， 30分＇ 40 

/jO 

分＇ 50分， 60分， 80分， JOO分， 120分， 150分煮沸浸

出液を i~｝た. －；；ヰ煮液共に特に沈澱p j図濁を認めなかっ

た．

3. 黄色ブドウ球関磁波． ｛、7心料、1

4. 白血球液．

共に実験Aに使用したものと同一である．

実験方法．

全く 前実験Aと同一方法である．

実験結果

実験結果は第2表及び第2図に示す様である．

所見小括

生液を加えたものがII食前作用ぷ［長大で，煮沸時閣が

延長するとJl：にp その喰菌使用は漸次階段的に低下し

た．しかしその中間に於て多少の大小が認められた．

所見総指並に討究

第2図 試験管内対黄色ブドウ球菌喰燈作用に及

ぽす健常白鼠筋肉組織各種煮沸時間液の

影響（第2表参照〕
I~，。
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第2表 試験管内対黄色ブドウ球菌喰燐作用に及ぼす健常白鼠筋肉組織各種煮沸時間液の影響

煮 沸 時 間 I IG' I 20’I 30’I 40’I su I 6ぴ Isc;’I JOぴIrzぴIrsぴ

喰蘭
31 28 31 31 23 26 16 

60 54 48 41 34 34 38 37 37 25 22 21 
子 91 82 79 72 57 60 65 63 60 15 ! 39 37 

子の百分比 I JOO I 90.11 86.81 78.91 62.61 65.91 71.4 印.21州 49.1
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第3図 試験管内対黄色ブドウ球菌喰憾作用に及
ぽす吉田肉瞳液CI）及び健常台鼠筋肉組
織液（]l)の影響
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実験A及びBの検査成績を総括して第3図を得p 次

の事項を認識することが出来る．

1. 吉田肉腫の30分煮沸液を加えたものはその生液

を加えたものよりも試験管内喰菌作用が旺盛であっ

T二

2. 吉田肉腫浸出液の分割煮沸時間液の影響をみる

と， 20分に至る迄は煮沸時間の延長するにつれて，漸

次喰菌作用は生液のそれよりも低下し20分に至って増

大し30分に於て最大の喰菌作用を示L,40分では幾分

低下した．而して更に煮沸時間の延長と共にその喰菌

作用は階段的に低下して行った．

3. 然るに一方，健常白鼠筋肉組織液に於ては，生

液を加えたものが喰菌作用が最大であり，その煮沸時

間の延長と共にi漸次低下の傾向を示した．

所見（1）.は吉田肉腫皮下履癒中に試験管内対黄色プ

ドウ球菌喰菌作用を阻止する勢力がありp 此の勢力が

30分間の煮沸で破却されたことを示している．

所見（2）.は（1）.の所見を更に強〈裏書するものでP

このような勢力は煮沸時間の延長之共に漸次破却され

ゆき， 30分間の煮沸で完全K破却されるものであるこ

とを示している．

所見.：11.は非微生物性頒脂蛋白11'7：その煮沸時閣の

延長と共にその抗元性を滞i次破却されて行くことを示

し，この実験材料は微生物性類脂蛋自体の影響を受け

ていないことを示している．

以上によって吉田肉腫皮下腫宿中にはイ ムベジン勢

力が含有されているζ とが明らかに証明された訳であ

る

又吉田肉腫浸出液の5分， IO分煮沸液に於て喰菌作

用が生液のそれよりも低下したのは，腫療液中にはイ

ムベヂンを産生する微生物性類脂蚕自体の他に腫療組

織そのものに由来する非微生物性煩脂蛋白体も含まれ

ているから，その5分， 10分煮沸液の呈する抗原性能

働力の中で，組織に基ずくものは生液のそれより漸次

減弱して行き，又一方fムベヂンの磁却も未だ充分で

無いから両者の結果が総合されて，その抗原性能働力

は結局生液のそれよりも小となったのである．

然るに20分， 30分と煮沸時間が進めば， 組織類脂蛋

自体に基ずく抗原性は低下するが， 一方イムベヂンは

破却されて行くので，全体として現われた抗原性能働

力は増大したのである．

第2報生体内喰菌現象に及ほ－す吉

田肉腫生・煮両浸出液の作用

－ 
緒 Z司

第 1報に於て試験管内喰菌現象につき検査した結

果p 吉田肉腫中にはイムベヂンの存在することを明白

に立証し得た．

この度は生体内喰菌現象を指標となしてこの点を再

検討した．

実験A.吉田肉彊を以ての場合

実験材料

1. 試獣 ’

体重300g内外の健常モルモット

2. 可検腫蕩生浸出液

第 1報実験Aに記載したものと同一材料である．

3. 可検瞳疹煮沸浸出液

第 l報実験Aにま載した 100。C30分煮浸出液であ

る．

4. 対照生理的食塩水

0.5%石炭酸加0.85%食塩水を使用した．

5. 寺島株黄色ブドウ球菌液

鳥潟沈澱計で1度目の寺島株黄色ブドウ球菌苑菌液

であってP これは第I報に記載されたものと同一であ

る．

実験方法

体重300g内外の健常モルモット各苦手3頭から なる

3群計9頭を用意し，寺島株黄色ブドウ球菌死菌液1.0

cc宛をこれ等モルモットに心臓穿刺を行って注射．菌

注射後 1時間を経て耳静脈から採血し塗抹標本を作成

し，その直後第l群には生浸出液p 第2群には煮浸出

液，第3群には抗原基液coふ00石炭酸加0.85%食塩水）
をそれぞれ1.5cc宛皮下に注射し，此等抗原注射後15分

30分p I 1尋問， 2時間＇ 3時苅， 6時間， 12時間＇ 24 
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第3表吉田肉種生浸出液1.5cc注射後の生

体内喰菌作用 ( 3頭平均）

白血球百個中の値

G;t；菌 ｜叶の百分
抗 原注射前 川 i21.9 : 100 

15 分 8.6 15.6 71 

抗 30 分 8.6 12.0 20.6 93 

原
60 分 9.0 12.3 21.3 97 

2時間 11.3 16.3 27.6 126 
むE 3時間 10.3 12.3 22.6 103 

身す 6時間 8.3 9.3 11.6 80 

f乏 12時間 7.3 8.0 15.3 69 

24時間 6.0 7.3 13.3 60 

第4表吉田肉腫煮浸出液1.5cc注射iをの生
体内喰菌作用 ( 3頭平均〉

白血球百個中の値
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第5表 抗原基液1.5cc注射後の生体内喰菌

作用 〔3頭平均）
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CI）煮浸出液 (Il）生浸出液 CID抗原基液

時間をMて耳liti，脈から採血し塗抹標本を造り，乾燥回
定後ギムザ液で染色，前実験方式に準じて倹鋭した．

実験結果

実験結果は第3表乃至第5表及び第4図に示された

如くである．

所見織活並に考察

1. 抗原注射前の第 I回採血時の「子」数を基準

(100%）とし，喰菌作用の大小を比絞考察すると，生

浸出液群に於てはp 喰菌子数は注射後15分では注射前

よりも低下したがp 漸次時間の経過と共に橋大し2時

間に於て最大値126を示しp 以後時間の経過と共に階

段的に低下して行った．

2. 煮浸出液群に於て（J:，注射後15分では注射前よ

りもわずかに低下し92を示し， 30分p 1時間ではわず

かにI的大し注射前の値と同じく 100を示し2時間闘に

最大値 137（ こ －j~った． 以後時間の経過と共に階段的に

低下し24時間目に最低値62となった．

3. 1'(1~； （ J，~i制作にfj~てはp やはり 15分では低下し85

を示し，以後時間の経過と共に増大し2時間自に最大

値 109を示しP H出1ifE.t1吋に低下し24時間目に段小値
47となった．

4. これ等3群の喰菌現象の推移を比較すると，煮

以11.'.i削「lはその全経過時聞に亘って常に3群中最高の

喰繭現象を示した．一方生浸出液群は 1時間固までは

最低位を占.＼＇1，それ以後は第2位を占めた．即ち正常

値以下にまで喰蘭現象が抑制された場合もあった．

5. また3Mとも2時諸国に最大値をとり， 派出.／＼
液群137＞生浸出液群 126＞抗原基液群109であった．

所見（.Ji.iち）の事実即ち全経過に亘ってp 煮浸出液苦手

の方が3 生泌出液鮮の喰菌現象よりも大であるという

ことはp 生浸出液群中にはI喰菌現象を阻止する勢力即

ちイムベヂンの存在することを物語っているのであ

る．

実験B.健常筋肉組織を以ての治合
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図5 第健常白鼠筋肉組織生浸出液1.5cc注

射後の主体内喰菌作用 (3頭平均）

第6表
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掛 時間’る時剖4岬岬

実験材料

I. 試獣．体重300g内外の健常モルモット．

2. 可検筋肉組織生浸出液．

第 1報実験Bに記載したものと同一材料である．

3. 可検筋肉組織煮浸出液．

第 l報実験Bに記載した100。'C30分煮浸出液であ
る．

4. 

Clli）抗原基液

--!l玉－－［~至ー
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健常白鼠筋肉組織煮浸出液l.5cc注

射後の生体内喰菌作用 (3頭平均〉

第7表

抗原基液．

0.5°占石炭酸加0.85%食塩水を使用した．

5. 寺島株黄色プドム球菌液．

実験Aに fj~ける場合と同一材料である．

実験方法．

可検材料の異る他は全く前実験Aiこ於けると同一方

法である．

実験結果

実験結果は第6表乃至第8表及び第5図に示された

如くである．

白血球百個中の値

｜ 菌 ｜子｜子の百分比

s.o ! 1i.6 I 19.6 I 100 
15 分 6.6 8.0 14.6 74 

抗 30 分 8.0 10.0 18.0 91 

原
60 分 10.0 14.0 24.0 122 

2時間 11.6 14.0 25.6 130 
正 3時間 8.6 11.3 19.9 101 

射 6時間 7.3 10.0 17.3 88 

後
12時間 5.3 6.6 11.9 60 

24時間 5.0 6.0 11.0 56 

喰

抗原注射前

所見概括並に考察

I. 実験Aと同じく「子」の百分比を以て喰菌作用

の大小を比較するとp 生浸出液群に於ては，注射後15

分ではわずかに喰菌作用が低下したがp 漸次時閣の経

過と共に増大し 2時間に於て最大値 155を示した．そ

して以後時間の経過と共に階段的に低下し24時間で最

低値64に至った．

2. 煮浸出液群に於てはp 15分で74,30分で91と低

下し 2時間に於て最大値130を示したが以後，階段的

に低下し24時間では最低値56を示した．

3. 抗原基液群は実験Aの所見と同一である．

4. また3群とも 2時間聞に最大値をとりp 生浸出

液群155＞抗原基液群109であった．

5. これ等3群の喰菌現象の推移を比較すると，生

浸出液群は常に全経過時間に亘って常に3群中最高の

喰菌現象を示した．一方煮浸出液群は30分迄は最低位

抗原基液1.5cc注射後の生体内喰菌

作用 (3頭平均）

第8表
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抗 30 分 9.0 10.6 19.6 

原 60 分 8.3 11.6 19.9 
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射 6時間 8.0 8.6 16.6 

後 12時間 5.3 6.3 11.9 

24時間 4.3 5.3 9.6 
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を占めP それ以後は第2位を占めていた．

この事実はp 煮沸によって非微生物性類脂蛋白体の

抗原性能働力が磁駿減弱された為に煮浸出液の喰菌現

象が抑制されたことを示し，即ち生浸出液中にはイム

ベヂン勢力の保有されていないことを物語っているも

のである．

第3報流血中凝集素！童生に及はす

吉田肉腫生・煮両浸出液の

作用

緒言

本研究の第l較に於ては試験管内p 第2報では生体

内対黄色ヅドウ球菌喰菌作用を指標となして，吉田肉

腫はイムペデン勢力を保有することを立証した． 而も

このイ ムベヂン勢力は30分間の煮沸で完全に破却され

ることを知った．

今Jふは流血中の凝集素産生を指標としてP この聞の

消息を吟味しようと思う．

実験A 吉田肉腫を以ての場合

実験材料

1. 可検皮下腫場生浸出液

第 l報実験Aに記載されたもの．

2. 可検皮下種痕一煮浸出液． (30分煮浸出液）

第 l報実験Aに記載されたもの．

3. 腸チフスp パラチフス，混合ワクチン

武田薬品工業株式会社製造腸チフス，パラチフス，

混合ワクチン

4. 腸チフス診断液

北里研究所製造腸チフス診断液を0.5%石炭酸加0.85

%食塩水で5倍に稀釈して使用P その 1.0cc中の菌量

は鳥潟沈澱計で約1度目即ち約0.0007ccであった．

実験方法

予め採血検査して対腸チフスl同凝fj：価が JOO以下に

陽性である体重2.0kg 内外の白色健常雄’~＇ ’厄 3頭を以

てl群とするA,B,Cの3群を作り，各群の l頭に麗場

生は浸出液p 1頭には腫疹煮浸出液＆ぴ旬余1頭には

抗原基液である0.5%石炭酸加0.85%食塩水を各々前記

腸チフス菌パラチフス菌混合ワクチン 3.0cc宏とよく

混和して各家兎の耳静脈内に徐々に注入しp 而もA群

では注射抗原用量を l.5cc,B群では開3.0cc,C群で
は同5.0ccとした．而して注射前及び注射後3日目p

7自民 10日目＇ 14日目， 20日目に耳静脈から採血し

て血清を分離しP 対腸チフス商』M慎反応を検査した．

凝集反応検査方法

可検血病を 0お%塩水で漸次倍数法で稀釈したもの

0.5cc宛を各小試験管に採りP これに腸チフス診断液を

それぞれ a.sec宛注加して， 37。cm卵器内に3時間p
その後室温に18時間放置して凝集反fit:を検査した，こ

の際0.85%食塩水0.5cc加腸チフス診断液を以て此等の

対照となした．

判定基準

僻＝基液透明且つ管底に厚い膜様沈澱物を生じたも

の

＋＋＝基液や》潤混し管底に膜様沈澱を生じたもの，

或は基括質透明であるがp 管底に膜様沈澱の殆んど無い

か叉は僅少なもの．

＋＝基液淘濁するが管底に禦状沈澱物を認める も

の

一＝基液は対照と間程度に淘濁し管底に鮮明な小円

形沈澱物を認めるもの．

実験成績

実験第l.可検抗原液用量l.5ccの場合F

実験結果は第9表乃至第12表及び第6図に示された

如くである．

所見続指

l. 凝集価l士抗原注射後3日目に於て3者何れも増

加し，此の際煮浸出液を加えたものは生浸出液を加え

たものよ りも大であった．

2. 注射後7日目に於ける凝集価は31引七に急速に

増大して全経過中最大を示したがp 煮浸出液を加えた

ものは最高位を占め，生浸出液を加えたものP 抗原基

液を加えたものはそれよりも低位を示した．

3. 抗原注射後IO日目の凝集価は3者とも 7日目の

それより低下したが，叉煮浸出液を加えたものが最高

をp 生浸出液を加えたものが段低を示した．

4. 注射後14日間の凝集価は3者とも低下し，其の

中煮浸出液を加えたものが， 生浸出液を加えたもの，

抗原基液を加えたものよりも高位を示した．

5. 20日目の.%11r価は14日目より 3者ともに低下し

たがp 同じく煮浸t！＇，液を加えたものは 生浸出液を加え

たもの， 抗原基液を加えたものよりも高位を示した．

実験第2，可検抗原：使用量3.0ccの場合

可検抗原液用量を 3.0ccとなした他は凡て実験第1

に於けるものに準じて行った．

実験結果は第13表乃至第16表及ぴ第7図に示された

如くである．

所見概活
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図9 第
61J00 可検抗原及び抗原基液5.0cc加腸チフ

ス菌パラチフス蘭ワクチン 3.0cc注射

による血中凝集価の推移 (3頭平均）
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原液注射後20日聞の血中産生凝集価は煮浸出液を加え

たものよりも常に低かった．而も大作にむて抗原基液

を加えたものよりも低かった. ~pち凝集素のE量生は正

常値以下に迄阻害された．

以上（11,121の事項から，此の吉田肉腫皮下種癒中に

は明らかにイムベヂン勢力の保有されていることが認

められたのである．

また何れの抗原液に 1；~いても p その用量をl.5ccから

3.0ccにi国量するとpその最大産生凝集価も明かに増大

したが，その用量を更に 5.0ccに増量すると， 反って

その凝集価は3.0ccの場合と同値か又は減少するのを

認めた．か弘る現象の原因は既に教室先人が度々述べ

ているように抗原用量を無限に増量しても抗体が無限

に増強されて生産されるものではなし抗原用量には

適量があるということに基因するものである．

に3者中最高値を示した．

3. 抗原基液を加えたものの凝集価は7日目及び20

日目は生浸出液を加えたものと同値であったが，他は

第2位を示していた．

4. 最大凝集価（7日間）を比較すると，煮浸出液

を加えたものはp 他の両者を圧して最高値を示した．

所見総括及び考察

実験第1乃至第3の所見を総括して第21表，第9図

を得た．

以上の結果から次の事項を認識し得た．

1. 可検抗原液の種類及び量に関係、なく ，凡て抗原

液注射後3日目に於て血中凝集素産生の増加を認め，

7日目に於て最高価を示し，而も何れの量に於ても煮

浸出液を加えたものが最大凝集価を示した．即ち煮浸

出液の抗原性能働力は生浸出液のそれよりも大であっ

た．

2. 

実験B.健常白鼠筋肉組織を以ての場合

健常白鼠筋肉組織にイ ムベヂン勢力を含有している生漫出液を加えたものでは何れの量に於ても抗
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実験第1.抗原液用量I.Secの場合

実験結果は第22表乃至第25表及び第10図に示された

如くである．

所更概活

l. 各抗原液注射後3日目に於て3者ともその凝集

価は増大した．而も生を液加えたものが辰大，抗原基

液を加えたものがとにつき・P 煮浸出液を加えたものが

更に低かった．

'.2. 注射後7日目に於てはその凝集価は3者共急速

に措大した．特に生浸出液を加えたものは最高値を示

し， むし1•;[ l,l;j伎を加えたものがこれにつぎ，煮浸出液を

加えたものが更に低かった．

3. 注射後IO日回， l・1日間＇ 20日間に於けるl¥i(f良川

はp 経過と共に；'l,;r~に低下して行ったがp 生浸出液を

加えたものは常に段高値を示し，抗原基液を加えたも

のがこれにつぎ＇ 1".\1,1/1\ il~ を加えたものは常に最低位

であった．

実験第2抗原液用量3.0ccの場合．

か否かを検査して，実験Aの対照とした．

実験材料

1. 健常自民約I ！~組織生浸Ii\液

健常白鼠のIJ＜~：＇f ＇＇：ぴ胸部の筋肉組 織を無菌的にとり

出し，吉田！句IHU之ト嶋湯の場合と全く同一方法に依っ

て生浸出液奇1！］た．

2. 健常白鼠筋肉組織煮浸出液

上記生浸出液のー却を 100°c重盗煎中で30分間煮沸

して得たものであり，その方法は吉田肉腫皮下腫主義に

於けるj括合と同ーである．

3. 腸チフスp パラチフス1¥'.j，ワクチン

前実験に使用したものと同ーである．

4. 腸チフス診断液

前実験に使用したものと同一である．

実験方法

抗原液の,f.illf;)i ，う＞）＇~るのみで，その他は前実験

じて行つた．

実験成績
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第10図可検抗原及び抗原基液1.5cc加腸チフ
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による血中産生凝集価の推移

( 3頭平均〉

液

第25表

，.助

山

T

b

地
位
泉
崎

3日目17日目110日目｜川目Jzo日目
可検抗原種別

液

液

液

出

出

基

漫

漫

原

生

煮

抗

.w 3 1 /0 

JLfe，注射 fr, ~ふ品目 久

Jチ
実験結果は第26表乃至第29表及び第ll図に示された

如くである．
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健常白鼠筋肉組織生煮浸出液及び抗原基

液3.0cc加腸チフス菌パラチフス菌ワク

チン 3.0cc注射による血中凝集価の推移

（第ー1表参照）

第11図可検抗原及び抗原基液3.0cc加腸チフ

ス菌パラチフス菌ワクチン 3.0cc注射

による血中産生凝集価の推移

( 3頭平均）

第29表

μ。。
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700 4800 3733 i 2400 1600 

600 3733 2800 I 1733 1000 
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基

漫

漫
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抗

可検抗原種別

JvO 

て行ったがp 常に生浸出液を加えたものは煮出液を加

えたものよりも高価を示した．抗原基液を加えたもの

は10日目には生浸出液を加えたものと同値＇ 14日目に

はそれよりも高価を示したが＇20日目には生浸出液の

それよりも低かった．

3 7 to 1チ

北＆，注射／；：，総選主目弘

。

所見総括及び考察

実験第l乃至第3の所見を総括して第34表及び第13

図を得た．

以上の実験結果から次の事項を認識し得た．

1. 可検抗原液の種類と量に関係なくパ胡す後7日

目に於て何れも最大凝集価を示しp 生浸出液を加えた

ものが煮浸出液を加えたものよりも向い将棋価を示し

た

2. 全実験経過を通じてP 煮浸出液を加えたものの

凝集価は生浸出液を加えたものより も低い凝集価を示

した．

3. 何れの抗原液に於いてもその用量を1.5ccから

3.0ccに増量すると，その最大産生凝集価も明かに増大

したが，その用量を更に5.0ccに増量すると， 反ってそ

の凝集価は3.0ccの場合よ りも低い値を示した．この

事実は前実験の場合とほ J一致した．

以上（1),(2）の事項は前実験A吉田肉種皮下艦疹の場

合と正反対の所見であって，これは非微生物性類脂蚕

自体の抗原性能働力が煮沸によって低下したことを示

している.NPちこの実験結果から， 前実験結果は決し

所見概括

1. ；吋／cfl;i液．主射後3日目にう2ける凝集価は生浸出

液を加えたものが最高を示しP 煮浸出液を加えたもの

と，抗原基液を加えたものが同値でこれについだ．

2. 各抗原液注射後7日間に於ける凝集価は3者共

全経過中最大価を示した．而も生浸出液を加えたもの

は最高を示し，抗原基液を加えたものがこれにつき・P

煮浸出液を加えたものは最低位であった．

3. 各抗原液注射後10日目， 14日目， 20日目に於け

る血中凝集素の産生は経過と共に漸次3者とも低下し

て行ったが，常に生浸出液を加えたものが段高価を示

し，抗原基液を加えたものがこれにつぎ， (10日目，

14日目は生浸液と同値〉， 煮浸出液を加えたものが最

低価を示した．

実験第3.抗原液用量5.0ccの場合．

実験結果は第30表乃至第33表及び第12図に示された

如くである．

所見概括

1. 各抗原液注射後3日目に於ける凝集価はp 生浸

出液を加えたものがこれにつぎp 煮浸出液を加えたも

のが最低であった．

2. 各抗原被注射後7日目に於ける凝集価は3者共

全経過中最大値を示した．而も生浸出液を加えたもの

は最高を示し， 抗原基液を加えたものがこれにつぎ，

煮浸出液を加えたものは［［：）：低位であった．

3. 各抗原液注射後JO日目， 14日目， 20日間に於け

る血中凝集索の産生は経過と共に漸次3者とも低下し
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第34表 可検抗原及び抗原基液の用量に依る凝集価の推移

師、量何） I 1.s 3.o 

指 標｜血中凝集価 i 血中凝 集価 血中 凝集 価

間後経過回数l3 i 7 I 10 I 14 i 20 I 3 i 7 I 10 I 14 I 20 3 7 I 10 I 14 I 20 
煮浸出液 455'3zoo 1533 866 60 3733 2300 1733 1000 500 2800 1866 1400. 866 

生浸出液 100110001~，詞.66: 問削od 10 4300 3733 2400 1500 9331 4000 3200 1866 1400 

抗日液 叫 4飴吋」困州問 24叩 1400 加 問 3 ~：~~！担曲 四
第13図各抗原量と最大凝集索産生との関係

6000 

系
人 4-•••

j後

島 ;i.... 
i責

1.0- 3.o ~a 

→枕月里町長（ ιC..)

て吉田肉種皮下腫疹の移植基地となる健常白鼠筋肉組

織の示したものでなく，吉田肉腫皮下腫疹それ自体が

イムペヂン勢力を保有しているものであることを明白

に示しているのである．

第4報溶血素産生に及ぼす吉田肉

腫皮下腫蕩生・煮両浸出液

の作用

今芸は，溶血素の産生を指標となして吉田肉腫に

イムベヂン勢力が保有されているか否かを吟味した．

実験A.吉田肉腫を以ての場合

実験材料

1. 可検種蕩生浸出液

第11報実験Aに記載されたもの

2. 可検種疹煮浸出液

第l報実験Aに記載された100°C30分煮浸出液．

3. 対照抗原基液

上記抗原液の基液である0.5%石炭酸加0.85%食塩水

4. i容血索産生用血球浮悌液．
山羊I血液を頚静脈から採血し，これを硝子玉を多数

；－~れた硝子糧に採り直ちに振濯し，繊維素を析出せし

めて脱繊維素血液を造り，更に血清の除去のために滅

菌生理的食撮水を以て3凶血球を洗糠した後，血球に

生理的食塩水を加えて原量に等しくしてF 更に此の血

球浮i滋液を生理的食塩水で20倍に車希釈したものであ

り，此の祈i釈血球浮激液1.0cc中の血球容量は鳥潟沈

澱計で大体30度目であった．

5. 補体

心臓プンクチオンでえた血液から分離したモルモッ

ト血清を生理的食揚水で10倍に孫釈したものを使用し

た．

実験方法

体重2.0kg内外の家兎3頭を以て1群とする 9群を

作りp 各試獣の血清溶血価を予め測定して置いて，そ

の後耳静脈内に前記山羊血球浮悌液3.0ccを1固だけ

注射し対山羊血球溶血索の産生を来たしめたがp 此の

際山羊血球と共にそれぞれ可検生或いは煮腫疹浸出液

及びその基液の種々量（1.5cc,3.0cc, 5.0cc，）を混和して

注射後3日， 7 B, 10日p 及び14日目に於ける溶血価

を測定し家兎血清内に産生される対山羊血球溶血素量

に及ぼす各種可検抗原液の影響を検査した．

溶血素測定方法

試獣耳静脈から採血して血清を分離しP 56°Cの重塗

煎中で30分間加温して非働性となしp更に滅菌生理的

食塩水を以て20,40,80,160,320及び640倍と稀釈し，

その各 を々0.5cc宛 I列6本の鳥潟沈澱計に採り，次

に前記補体を0.5cc宛加え，更に5%山羊血球浮滋液

1.0cc宛を各々に加えて全量を 2.0ccとなし充分撹枠混

和した後，37°CN降卵器中に1時開放置して取出し， 直

ちに 1分間3000廻転の遠心沈澱器で30分間遠心沈澱

を行い，その際の残南血球量を検査した．

〔R:;5%山羊血球浮瀞液1.0cc中に保有されている

血球量

CRR:; (R〕量の山羊血球浮滋液に溶血素及び補体

を附加して溶血現象を起させた場合，溶血を遁れて残

留した血球量．血球及び補体量を→定にすれば， 加え

た溶血現象地：起るから，逆にRR量の大小に依って溶

血素量の大小を知ることがII¥4日. ~p ち R-RR ＝溶

血価となし，この価が大なる程加えられた血f青の溶血
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素も大であると判定する．

即ちこれは鳥潟名誉教授の微量補体結合反応検苓f.r.i

式である．

実験成績

実験第1.可検抗原液用量1.5ccの場合

実験結果は第35表乃至第38表及び第1-4図に示された

如くである．

所見機箔

1. 溶血価増加百分比を比較すると， 3日目は3者

共緩徐に地大したが煮浸出液群は 106で第l位を示し

生浸出液群は44で第2位を，抗原基液辞は38で及低を

示した．

2. 注射後7日目には各群共に著明に増大し全経過

中最大溶血価を示した．而もその増加百分比は煮浸出

第35表 吉田肉腫皮下極熔生浸出液1.5α I主射

前後の溶並l素産生に／えl.f"q(；響 （3頭

平均） （残留血球量 RR のi~u定）

: I 注射後
血清孫釈倍数 ｜注射前 1 I I , 

I l 3日目［7日目［JO日目［14日目

20倍 I 4.s I 4.s I i.o I i.o I i.o 

40// I 7.7 I 8.5 I 1.0 

80// I 11.5 I 11.3 I 1.5 

160 // I 13.0 I 13.8 I 2.8 

320グ I 17.4 I 15.1 I 3.0 

640 // I 18.4 I 16.1 I 6.5 

(RR）の総和 1 n.5 I 69.3 i 15.8 
(RR）総和の ｜ ｜ ｜ 

I 345 13ゆ1 1105 
百分比｜ I I 
CR) I 21.0 I 23.o I 1s.o 

1.0 1.0 

2.0 1.3 

2.3 3.0 

3.5 5.0 

4.8 9.0 

14.6 20.3 

112 116 

13.0 17.5 

第36表吉田肉腫皮下腫癖煮浸出液l.5cc; UH 

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均） （残留血球量RRの測定j

｜ ｜ 注射後
血清係釈倍数 ｜注射前｜ I I I 

[3日目［7日目［10日目［14日目

20倍 I 9.8 I 8.0 I 0.3 I 0.5 I 0.5 

40 // I 13.5 I 9.a o.s I o.5 0.1 
so// I 14.5 I 12.5 I i.o I i.3 1 i.o 
160// I 15.3 J.1.7 1.7 I 1.3 3.5 

320 II I 20.3 i 16.5 I 1.7 I 4.0 : 6.3 
側 II I 20.3 I 16.7 I 4.3 I 5.0 9.0 

(RR）の総耳目
(RR）総和の
百 分比
(R) 

－ 93.7 I 78.2 I 9.5 I 12.6 I 2i.o 

446 1340 I 63 ! 96 1120 

21.0 I 23.0 I 15.0 I 13.0 I 17.5 

液群は383，生浸出液群は240，抗原基液群は275を示し

f二

3. 注射後10白固に（t各群と も7日目より低下した

が，なお煮浸出液群は350，生浸出液群は233，抗原基液

群は266を示した．

第37表抗l京基液l.5cc注射前後の溶血素産生

に及ぼす影響（3頭平均） （残留血球

孟RRの測定）

－ー・ーーー－－ －聞＿， ・－・・・・－－－・－
ii: 射 戸後

血清稀釈倍数 ｜注射前 ｜一一一I一 一「110一日一目ァ114一日一開
3日目 7日目

20f音 16.8 1.0 2.0 

40// 21.0 18.3 2.5 1.5 2.5 

80 // 22.3 22.7 5.3 5.0 8.0 

160 // 23.! 24.2 11.2 11.5 14.3 

320 // 24.8 26.4 17.2 17.5 20.0 

640 // 25.5 28.6 20.9 18.3 23.0 

(RR）分総の総和比和の(RR) 476 438 201 210 j268 
百
(R) 28.0 30.0 29.0 26.0 26.0 

第38重量 吉田肉腫皮下腫癒生煮浸出液及び抗原

主主液1.5cc注射前後の溶血価

(3頭平均）

経過日数 ！抗原種別 ｜生 ｜煮｜対照

注 I (RR〕の総和 n.s I 93.7 11お5
射 ｜溶血価日.5I 32.3 I 34.s 
則 i l司百分比 ！ ·~~l 1:;4_J竺土
3 (RR）の総和 I 69.3 1s.2 1131.4 
日 ｜溶 .lliJ.＂価 I68.7 I 59.8 I 48.6 
同 l同百 万比 1299 1260 1162.0 

注 ｜ 同 ｜官J(cLfi耐鳩川π分上ti44 I 106 I 3s.o 
ゥ 1RR1の総和 15.8 ! 9.5 
ム i容 1ii1. rim . 74.2 I 80.5 
日 li.i]'1'1 5i' iじ 495 1537 

射 浴IUL(1lliJ:Y/IJU百分比240 383 
I 

10 1){J{lの総利 I 14.s 
口 j符血価 I63.4 
員 l~j 百分比 ｜』8
硲日｜ 精加百分lじ：~33

14 ! RR1の総和 I zo.3 
日溶血価 Is!.7 
胃 ｜’i) fi'分比［484
容血価増加百分比1229
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4. 注射後14日目の溶血価噌加百分比は10日目から

3者とも低下したが煮浸出液群は326，生浸出液群は

229，抗原基液群は218であった．

第14図 可検抗原及び抗原基液l.5cc注射後の溶

血価増加百分比

,i;-'1'• 

道L

i宮川｜ i1'L ｜者

F宮
no ;,., 
'Iii 
4ト
bし向。

/0 ／千

第39表吉田肉麗皮下腫癒生浸出液3.0cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均） （残留血球量RRの測定）

｜ ｜ 注射後
血清稀釈倍数｜注射前｜ I I I 

! I 3日目17回目IIOE目jI4日目

24.5 I 12.0 I 3.0 I 3.0 I 3.0 

25.3 I 13.5 ! 6.0 I 5θ I 5.5 

27.0 I 15.0 I 7.5 I 9.0 I 10.5 

20倦

40// 

80グ

160// 

320// 

640// 

(RR）の総和 147.8 
(RR）総和の
百分比 ！509 
(R) 29.0 

第40表

71.0 24.5 25.0 I 28.0 

430 !J06 Il5 1140 

I 16.5 I 23.0 I 22.0 I 20.0 
吉田肉腫皮下腫癒煮浸出液3.0cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均） （残留血球量RRの測定）

201吾
40グ

80// 

160グ

320// 

640 // 

注射後
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5. 即ち以上の如く溶血価増加百分比を比較する場

合3 全経過に/j？て市に煮浸出液群は他の両者を凌駕し

て溶Jill.素を産生した．

実験第2.可検抗原液用量3.0ccの場合

実験結果は第39表乃至第42表及び第15図に示された

第41表抗原基液3.0cc注射前後の溶血素産生

に及ぼす影響 （3頭平均） （残留血球

量RRの測定）

注 射後
血清税釈倍数｜注射前｜一一一「一一！ー一一T一一一

一一三旦包~i竺竺円竺
20倦 I 23.7 I 2.s I 1.0 ! i.o I 1.0 
40 // I 23.7 I 7.5 I 1.5 I 2.0 I 2.5 

80 // I 25.0 I 11.0 ! 2.5 I 2.0 I 3.0 

160 // I 26.0 ! 11.3 I 5.3 I 3.5 I 3.5 

32ゆ／／ I 27.0 I 13.0 I 7.0 I 8.0 I 8.0 

!RRJの総和 ｜152.9 I 59.3 I 26.2 I 25.5 I 28.5 
( RR）総和の ；~（＼f"l ！っoの いっ I，，，勺 I,,,, 
百分比 i vV" IυU'- I"" I山 I""'"
CR) I 30.0 I 15.5 I 23.o I 20.0 I 20心

第42表 吉田肉腫皮下腫癒生煮浸出液及び抗漂

基液 3.0cc注射前後の溶血価

( 3頭平均）

経過日数 ｜ 

注
射
前

抗原種 別 i云 ｜雨対照
(RR）の総和 [147.8 1149.6 !152.9 

溶血 価 I26.2 I 24.4 • 31.1 

問百分比 I91 I 85 ! 91 

., I (RR）の総和 I 11.0 I 51.2 I 59.3 
i3 I冷血価 I28.0 I 47.8 I 33.1 
目 ｜同百分 比 1170 1290 /218 
l溶J(Jlfillj増加百分比I79 1205 1 m 

7 i (RR）の総和 /. n5 / 18.0 1 26.2 
目 l溶血価 1113.51120.0 /111.8 
目 ｜同百分 比凶4 1522 ド87
溶血価上首加百分比比03 1437 1396 

注 ｜

後

10 ! . .I;R1の総¥.JI 23.0 
日 11'• n rnri 1101.0 
目／11] !'I分 l七 1485
i'fi.1l1tl1tti!NIJ1J百分比［394

I 25.5 
I 9-1.5 
473 
382 

14 (RR）の総和 I 28.0 i 22.2 I 28.5 
日 l溶 血価 I92.0 I 97 .8 I 91.5 
目 1同百分比 1460 489 1458 
l容血価増加百分比1369 ぬ4 1369 

I) [1{1×6-:Irn J総和＝溶血価

2) 〔R〕x6= 600 600-i_RR，総和百分比＝溶血

価百分比

3) iJ1H後俳ll!l何百分比ー注射前溶血価百分比＝

溶血価増加百分比

射
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吉田肉腫皮下腫癖生浸出液 5.0cc注射

前後の溶血素産生にJ之ぽす影響 （3頭

平均） f唆f河内害者景RHの測定）
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第43表
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血価増加百分比
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血清稀釈倍数

第45表

注射前

8.0 I 4.0 

13.3 10.0 

20.5 i 14.0 
22.0 i 18.0 

23.2 I 18.0 

25.5 19.5 

112.3 I 83.s i 9.o 
401 1363 I 40 

28.0 I 23.0 : 22.0 

20倍

40 // 

80グ

160グ

320 // 

610 // 

!HH1のf治手IJ
nm，総j:Uの ｜
百 分 比 ｜
1R 1 I 

J~J ihit釈！日以

生日くである．

所見概括

1. 溶血価上勧口百分比を比較すると，注射後3日目

は3者何れも徐々に桶加し，煮浸出液群 205＞抗原基

液群127＞生浸出液群79で煮液群が段高であった．

~ . 注射後7日目に於ては各群共に著しく増大して

全経過中各々の最大価を示した..！！~ち煮浸出液群 437

〉生浸出液群403＞抗原基液群396で煮液群が最高で

あった．

3. 注射後10日間に於ては3者何れも 7日目より低

下の傾向を示しP 煮浸出液群421.＞＇~三浸出液群394 ＞抗

l •; [ J ＇；）代/n 38~の順であり煮液群が最高であった．

4. ii.射災14日目に於ては，何れも10日目よ り低下

の傾向を示し煮浸出液群404＞生浸出液群369＝抗原基

液群369を示し煮液群が最高であった．

5. 以上溶J断面噌加百分比を比較すると，全経過に

於て煮浸出液群は他の2群をi交的して常に最高の溶血

素を産生した．

実験第3.可検抗原液用量 5.0ccの場合

実験結果は第43表乃至第46表及び第16図に示された

如くである．

所見概括

1. j容血価i泊加百分比を比較すると，注射後3日目

に！j？て点i丑:J',iil<li'f'8J〉抗原基液群38＞生浸出液1洋27を

示し煮液群が最高であった．

2. 注射後7日目に於ては各君事とも急速に増大し全

経過中最大を示しP 煮浸出液群405＞抗原基液群361>

生浸出液群346の順であり煮液群が最高であった．

3・ ;i'二羽後10日目に白さては，各群とも 7日目よ り低

下しp煮浸出液群396＞抗原基液群351＞生浸出液群330

を示し，やはり武氏/tr，；；最高値をとった．
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第46表 吉田肉腫皮下腫療生煮浸出液及び抗原

基液5.0cc注射前後の溶血価

( 3頭平均）

竺型空＿ I竺豆苧~ . l ＿~__ l竺－｜竺ー－
，、e I (RR）の総和 1116.0 1121.8 1112.3 

射 i溶血価！ 52.0 I 46.2 I 55.7 
前 ｜同 百分比 1186 1165 1199 

3 I (RR）の総和 ! 89.1 1 81.4 I 83.5 
ロ溶』札価 I48.9 56.6 I 54.5 
:;: I同百分比 IZ13 !19 1237 

注 ｜ 同 ｜容I札価指加百分比121 ! 84 I 38 

7 I (RR）の総和い叩 I6.6 1 9.o 
日｜溶血価 1111.01125.4 1123.0 
目｜同 百 分比 1532 1570 1560 
l容血価上曽加百分比1346 1405 1361 

射トー！一一一一一一！ ！一一！一一
JO I (RR）の総和 111.1 I 8.3 110.5 
日｜溶血価 1108.3IJ17.7 1115.5 
目｜同百分比 1s16 IおI I訪O
時血価｝曽加百分上(1330 1396 1351 

14 I (RR）の総和 I 1s.2 I 9.3 I 13.1 
日｜溶 血価｜別 I62.7 I 58.3 
目｜同百分比 1465 1523 j486 
！？容血価増加百分比1279 1358 1287 

後

I) CRJx6ー〔RR〕総和＝溶血価
2) 600-_RR，総和百分比＝溶血価百分比

3）注射後溶血価百分比一注射前溶血価百分比＝

溶血価増加百分比

第16図
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4. 注射後14日目に於ては，各群ともJO日目より低

下を示し，煮浸出液群358＞抗原基液群287＞生浸出液

群279を示し，煮液群が』在高であった．

5. 以上の如く溶血価噌加百分比を比較すると，全

経過を通じて常に煮浸出液群は生浸出液群を凌駕して

溶血素を産生したがp 生浸出液群は正常値以下にまで

抑制された．

541 

所見総括及び考察

以上の実験結果からP 各群全経過中の最大溶血価l曽

加百分比を観察してP次の事実を認識し得た． （第47

表及び第17図参ff¥0

!. 最大溶血価増加百分比を示したのは常に各抗原

注射後7日目であった．

2. 抗原注射用量！.5ccにあっては煮浸出液群383>

抗原基液群275＞生浸出液群240を示し・生浸液群は正

常値以下に迄免疫力を阻害した．

3. 注射用量を 3.0ccに増量すると，煮浸出液群437

〉生浸出液群403＞抗原基液群396を示した．

,1. 注射用量を5.0cciこWI位するとp各洋共その用量

3.0ccの場合よ りも反って減少し，煮浸出淡群405＞抗

原基液群361＞生浸出液群346を示した．

5. RDち生浸出液群は金実験を通じて，常に煮浸出

液群より低い値を示し，抗原基液群のそれよりも更に

低い値を示した．即ち生浸出液群は溶血素産生を正常

値以下に迄阻害した．各群の溶血価士曽加百分比の総

和， J:!Dち各抗原注射後3日， 7日， JO日， 14日の3頭

平均溶血価増加百分比の総和を比較して第48表及び第

18図に示されたような結果をえたがp抗原注射用量1.5

第47表吉田肉腫皮下腫蕩生・煮浸出液及び抗

原基液のI菌室にff.ミる最大溶血価地加百
分比の推移（抗原注射後7日目）

t'l:I京別 I I 
生浸出液 ｜煮浸出液 ｜抗原基液

註里主主主i ｜ ｜ 

1.5 

3.0 

5.0 

240 

403 

346 

383 

437 

405 

275 

396 

361 

第17図 各抗原及び抗原基液注射量と設大溶血価

増加百分比との関係
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第48差是 吉田肉種皮下腫湯生 ・煮浸出液及び抗

原基液増量に依る溶血価嶋加百分比総

和の推f',:

抗原1JU1 I [ 
｜生浸出液 ｜煮浸出液｜抗原基液

抗原量（cc) I I I 
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第18Bl 各抗原及び抗原基抗の注射増量による溶

血価f曽加百分比総和との関係
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ーみ：LH量Cιω 
(I)煮浸出液 CID生浸出液 (ill)抗原法被

ccにあってIt，煮浸出液群1165＞抗原基液群797＞生

浸出液群746を示し，煮液群が最高であった．

また各抗原注射用量を 3.0ccとした場合は，3者共

に増大したが煮浸出波書！＝が辰大で，即ち煮浸出液群14

67＞抗原基液群127-1＞生浸出液群1215であった．

また各抗原用量を 5.0ccにWI加した場合は，かえって

3.0ccの場合よりも 3者共溶血価J曽加百分比総和の減

少を来たし，煮浸出液群1243＞抗原基液群1037＞生浸

出液群982であった．

以上溶血価場力日百分比総和を指標としても， 生浸出

液群は常に煮浸出液群よりも低いf直を示したのであ

る．

6. 以上の事実は，抗山羊血球機血素産生を指標と

なして，吉凹肉腫皮下腫場中には＇ 30分の煮沸によっ

て破却される勢力の含有されていることを立証し得た

ことを示すものである．

実験B.白鼠筋肉組織を以ての場合

吉田肉種皮下腫湯の移Hli母地である健常白鼠筋九組

織を以て前実験への対照となした．

実験材料

!. 健常白鼠筋肉組織生浸出液

第 1w，実験Bbこ記載されたもの
2. 健常白鼠筋肉組織煮浸出液

上記生浸出液の一部を JOO。C重盗設中で30分間煮沸

して得たもので，その製造方法iま全く吉田肉種皮下種

叫に於ける場合と同一である．

3. 免疫用5%山羊血球液

前実験に記述したものと同ーである．

4. 対照抗原基液

前実験に記述したものと同一である．

5. 補体

前実験に苛述したものと同一である．

実験方法及び測定方法

前実験Aに於ける場合と全く同ーの方法に準じて行

った．

実験成績実験1.可検抗原液用量1.5ccの場合

実験結果は第49表乃至第52表及び第19図に示された

如くである．

所見概指

!. 溶血価』曽加百分比を比較すると， 3日目は3者

共緩徐に増大し生浸出液群；主94で第1位を示し，抗原

基液群は38で第2位を，煮浸出液群は34で最低値を示

した．

2. 注射後7日回にlt各群共に著明に｝曽大し全経過

中最大の溶血価を示した．その増加百分比は生浸出液

群277＞抗原基液群275＞煮浸出液群121を示した．

3. i:f.射後10日目には各群とも 7日目よりわずかに

低下し， 折原基液群266＞生浸出液群241＞煮浸出液群

JOOを示した．

4. ~UJJ後1 4日自の溶血価指加百分比は10 日 目より

第49表健常白鼠筋肉組織生浸出液 l.5cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均） （残留血球量RRの測定）

｜ 注 射後
血清陥釈倍数 ！注射前 一ー一一 l I 

I 3日目j7日目，10日目f14日目
20f/1- 18.0 2.8 3.0 

40// 20.5 18.0 3.5 4.0 7.4 

80 // 24.0 19.0 . 4.0 8.5 9.0 

160 // 24.8 20.3 11.3 12.3 14.8 

320 // 25.7 25.7 19.0 18.4 18.1 

640 // 26.3 26.0 23.5 20.6 22.0 

tけ岨岨叫R.悶m酌tむ日酌R恥｛J分鵠比宮♂｜｜ 125.0 63.8 

1RR1 497 403 220 256 85 
百
lR I 28.0 31.0 29.0 26.0 2日.o
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第別表健常白鼠筋肉組織煮浸出液1.5cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響 （3頭

平均） （残留血球量RRの測定）

倍数 I I 注射後血清稀釈 注射前
!3日目17日目！10s目114B目

20倍 19.6 22.1 6.4 I 8.7 9.9 

40 // 23.1 23.0 15.<1 13.9 13.8 

80 II 23.6 25.0 19.8 16.7 19.0 

J6Q II 25.0 25.0 2?..5 l 21.3 22.0 

320グ 25.5 26.3 23.0 22.3 23.I 

64011 26.5 26.5 26.0 24.2 24.6 

(RR）吉諸） 比君｜｜ 叩 山 山間1 山
(RR) 511 477 390 411 432 
百
( 28.0 31.0 29.0 26.0 26.0 

第51表抗原基液 1.5cc注射前後の溶血産生に

及ぼす影響 （3頭平均） （残留血球量

RRの測定）

｜ 注射 後
血清孫釈倍数 注射前lI一一ーァ一一一i

｜ 3日目17日同｜旧 日14日目

20倍 16.8 11.2 1.2 1.0 z.o 
40 II 21.0 18.3 2.5 1.5 2.5 

80 II 22.3 22.7 5.3 5.0 8.0 

160 II 23.1 24.2 11.Z 11.5 14.3 

320グ 21.8 26.4 17.Z 17.5 20.0 

64011 25.5 

（醐分R簿〉比記
133.5 

(RR) 
476 

百
28.0 

3者とも低下を示し抗原基液群218＞生浸出液群212>

煮浸出液群79を示した．

5. JWち以上の如く溶血価増加百分比を比較する場

合，全経過に於て常に生浸出液群は煮浸出液群を凌駕

して溶血素を産生した．

実験第2.可検抗原液用量3.0ccの場合

実験結果は第53表乃至第56表及び第20図に示された

如くである．

所見概括

1. 溶血価増加百分比を比較するとp 注射後3日目

は3者何れも徐々に増加しP生浸出液群259＞煮浸出液

群155＞抗原基液群127を示した．

2. 注射後7日目に於ては，各群ともに著しく増大

し全経過中各々の最大価を示した．即ち生浸出液群408

543 

第52表 健常白鼠筋肉組織生煮浸出液及び抗原

基液1.5cc注射前後の溶血価

( 3頭平均）

経過日数 l抗 原種別 ｜生 ｜煮 ｜対照
注 1RR1の総和 ド39.3[143.3 !133.5 

射 溶血 価 I2s.1 I 24.7 ! 3.i.5 
前 同 μ分比 1103 I 89 1124 

3 (RR）の総和 :125.0 11川 1131.4
日 i溶血価 ＇61.0 I 38.1 I 48.6 
同 同百分比 197 !123 162 

注 ｜ 同 溶血価湖加百分比I94 1 34 : 3s 

ヴ I (RR）の総和 63.8 1112.1 I 58.3 
占 ｜溶 血 価 110.2 I 61.9 JI 15.7 
員 ｜同百 分 比 380 /210 j399 
｜溶血価地加百分比277 1121 1275 

射 ｜ ！ 一一一一一一」 ! 
1RR1の総和 6661107.1 154.8 10 ;;;:;・: I I 

日 i符 血 価 89.4I 48.9 1101.2 
回 同 百分比 3.1~ 1189 !390 
線1(1［仙1W/IJLIl百分比2~I IIOO 266 

14 I （郎 ）の総和 I 74.3 Ir 12.4 ！制
日 ｜溶 血 価 I81.7 I 43.6 ' 86.2 
目 ｜同百 分比 1315 !168 .332 
（溶llll（醐加百分比1212 I 79 ・21s 

後

1) 1:R1×6-1 Hin 総和＝溶血価

2) 600ー にRH 総和百分比＝溶血価百分比

3) 注射後溶血価百分比一注射前溶血価百分比＝

溶血価増加百分比

第19図 可検抗原及び抗原基液 1.5~c ii＇射伎の溶

血価増加百分比
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一「注射＇CJH:1丞回 K

〉抗原義液苦手396＞煮浸出液群346であった．

3. 注射後10日目に於ては3者何れも7日目よりわ

ずかに低下し， 生浸出液群385＞抗原基液群382＞煮浸

出液苦手334を示した．

4. 注射後14日目に於ては，何れも10日間よりわず

かに低下し，生浸出液群359＞煮浸出液群317を示し，

抗原基液群は369であった．

5. 以上3者の溶血価櫓加百分比を比較すると，全
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第53表健常白鼠筋肉組織生浸出液3恥 c注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均） （残留血球量RRの測定）

； ｜ 注射後
血清稀釈倍数！？主射前 ｜ I I I 

I 13日目17回目110日目114日目

20f菩 11.0 1.0 0.5 0.4 0.4 

40 // 12.0 3.0 0.5 0.5 0.6 

80// 16.3 6.1 1.0 1.7 2.7 

160 // 11.0 9.5 1.3 I 2.3 4.2 

320グ 18.5 12.7 2.9 3.0 5.1 

640 // 19.5 16.7 3.5 -1.4 6.7 

1RRJの総和 1 94.3 ! 49θ 9目1 I 12.3 I 19.1 
1RRi総和の｜ 412 ！ ~ 13 64 I s1 ¥113 
両分 比｜ I I I 
(R l I 20.0 j 23.0 15.0 : 14.0 I 17.5 

第54表健常白鼠f店内組織煮浸出液3.0cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響 （3頭

平均（残留血球量RRの測定）
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第55表 抗原基液3.0cc;UHili1 fえの治 J （： ！.~伝記生
に及ぼす影響（3頭平均） （残留l血球

量 RRの測定）

i : 注 射後
血清稀釈倍数 l谷才す前 l I I I 

[3日目17日間10日目114日目

20倍 23.7 2.5 ; 1.0 1.0 1.0 

40 // ~3.7 7.5 1.5 2.0 2.5 

80 // 25.θ11.0 2.5 2.0 3.0 

160// 26.0 11.3 5.3 3.5 3.5 

320 // • 27.0 13.0 7.0 ' 8.0 ; 8.0 

640 # 27.5 14.0 8.9 9.0 10.5 

rJ-rn.1の総和｜ 152.9 I 59.3 i 26.2 25.5 I 28目5
'1・fH' .，；~·日 lヰ i 509 :382 1113 !127 1142 
（此i I 30.o I I 5.5 i 23.o ' 20.0 I 20.0 

第56表 健常白鼠筋肉組織生・煮浸出液及び抗

原基液3.0ccを注射前後の溶血価

( 3頭平均）

経過日数 ｜抗原種別 ｜生 i煮｜対照
社 I (RR）の総和 I 94.3 I 95.5 li52.9 
詰 ｜溶血価 I25.1 i 36.5 I 31.1 
前 ！同百分比 112s 166 I 91 
! つ , 1RR）の総和 I 49.o I 61.5 I 59.3 
品 ii蒋血何 I89.0 I 70.5 I 33.7 
i :;: ＇ 同 百分比 ！387 321 1218 

注 ｜二 l存~~！Lf:l~：

i 7 I (HRiの総和 I 9.7 I 15.1 i 26.2 

射 UJ一価 Isso. 
｜｜百分比 ［536 [512 』87 
｜黙川町時加百分比1408 '346 1396 

10 I nrniの総和 I 12.3 I 13.o I ~~·~ 
門 ｜溶血価 I11.1 I 65.0 I 94.5 
員 ｜同百 分比 1506 [500 限
｜溶血価増加百分比；385 1334 1382 

後 : 14 I (RR〕の総和 ) 19.1 I 15.3 I加
口 ｜溶血価 I85.3 I 62.1 I 9t.5 
~ I同百分 比 ＇487 [483 1458 
！？枠J血価増加百分比359 1317 1369 

第20図 可倹抗原及び抗原基液3.0cc注射後の溶

flll価増加百分比
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経過に於て生i’｝II＇，液群は他の2群を；交的して痕；高の溶

血素を産生した． （但しiUH筏1-1日目に仏、てはわずか

に抗原基液群が主浸出液群を凌；犯していた）．

実験第3.可検抗原液用量5.0ccの場合

実験結果は第57表乃至第60ーよ ＂!Ji.ぴ第~ i i 司； ： τj、された

如くである．

所見概括

1. i容j血価増加百分比を比較すると， ；HJiを3日目

に於て’ir1:1',;1り「i110＞煮浸出液群56＞抗原基液群38

を示し：証役m;h;J比高であった．

2. 注射後7日固に於ては，各群とも急速に増大し
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第57表 健常白鼠筋肉組織生浸出液5.0cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均）（残留血球量RRの測定）

｜ ｜ 注射 後

血清鰍鰍l注射前 13日目17日目｜問問114日目
12.0 I 8.8 I 0.5 I .7 I 1.0 

15.7 I 10.3 I 0.6 I 0.8 I 1.0 

20倍

40u 

80/I 

160// 18.3 I 14.0 I 

20.0 I 15.7 

21.0 I 17.2 

95.3 171.2 

433 :323 

22.0 I 22.0 I 16.0 

1.1 ! 1.2 
i.s I 4.o 

2.0 1 8.o 

6.6 I 16.0 

320# 

640// 

(RR）の総和 ｜
(RR）総和の｜
百 分 比 i
CR) I 

50 69 

13.o I 23.0 

第58表健常白鼠筋肉組織煮浸出液 5.0cc注射

前後の溶血素産生に及ぼす影響（3頭

平均）（残留血球量 RRの測定）
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第59表

22.0 i 22.0 ! 16.o 13.o I 23.o 
抗原基液 5.0cc注射前後の溶出来産生

に及ぼす影響（3頭平均） （残留血球

量 RR のi.~U定）

i 注 射後
血清係釈倍数｜注射前 ｜一一一 i一 一「一

13日目 7日目：10e目114日目

0.5 1.0 

1 0 1.0 

1.0 1.5 

2.0 3.5 

4.5 4.0 

20f&f 8.0 4.0 0.5 

401/ 13.3 10.0 0.7 

8011 20.5 14.0 1.0 

160/I 22.0 18.0 1.3 

320/I 23.0 18.0 2.5 

640u 25.5 19.5 3.0 

田町2総の1総和比和の ! 112.3 田5 9.0 
(RR) 401 363 40 百
c ) ¥ 28.0 1 23.o 22.0 

10.5 ' 13.7 

50 :11.1 

21.0 i 12.0 

545 

第60表健常陸i鼠筋肉組織生煮浸出液及ぴ抗原基
液 5.0cc注射前後の溶血価（3頭平均）

経過日数 ｜抗原種 別 ｜生 ｜煮｜ 対照

1RR1の総和 I 95.3 I 79.4 ! 112.3 
溶血価 I36.7 I 52.6 I 55.7 

同百分比 1167 ’420 1199 

3 I (RR）の総和 I 71.2 66.9 I 83.5 
日 ｜溶血価 I60.8 65.1 I 5-i.5 
同 l同 百分比 1277 296 1237 

注 ｜ 同 陣血価泊加百分比：110 s6 I 38 

I 7 I (RR）の総和 I 6.1 8.6 I 9.0 
ロ ｜溶血価 ；89.9 87 .4 j123.0 
昌 ｜同百分比 1562 5』7 1560 
同 ｜溶血価増加百分比395 307 1361 

射 」一一一←一一一一 iー

I (RR）の総和 I 6.6 I 8.5 10.5 
10 I 
n I溶 血価 I71.4 I 69.5 115.5 
~ I同百 分比 ！550 1535 550 
？容血価増加百分比j383 1295 1351 

後 日l(RR）の総和 116.01山 113.7
溶血価 1122.0:121.6 I 58 3 

目 i同百分比 1531 529 l-186 
i酌 （IL(岬加百分比；364 289 IZ87 

1) 〔R〕×6ー〔RR〕総和＝溶血価

2) 600ー〔RR〕総和百分比＝溶血価百分比

3J 注射後溶血価百分比一注射前溶血価百分比

＝溶血価指加百分比

注
射
前

第21図 可検抗原及び抗原基液5.0cc注射後の溶

Jfil地加百分比

拘e
i~缶， 

｜生』L I 
i宮』ω

卜：！R
仕者昔
全hoぇρ。

~I 苗

A比rJ同
民

／。 ’4ト

全経過中夫々の段大値を示し， 生浸出液群395＞抗原

基液群361＞煮浸出液群307を示し，やはり生浸出液群

が最高であった．

3. 注射後10日目に於ては，各群とも7日目よりわ

ずかに低下し， 生浸山液群383＞抗原基液群361＞煮浸

出液群295を示し，生浸出液群が最高であった．

4. 注射後14日目に心ては，各群ともわずかに10日

目より低下し， 生浸出液群364＞煮浸出液群289＞抗原
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基液群289＞抗原基液群287を示し，生浸出液群が最高

であった．

5. 以上の如く溶血価増加百分比を比較すると，生

浸出液群は全経過を通じて常に煮浸出液群を凌駕して

溶血素を産生した．

所見総括及び考察

以上の実験結果から各群全経過中の段大溶血価増加

百分比を観察して，次の事項を認識し得た． （第61表

及び第22図参照）

1. 最大溶血価増加百分比を示したのは常に（壬抗原

注射後7日目であった．

2. 抗原注射用量I.Secにあっては生浸出液群227>

抗原基液群275＞煮浸出液群121を示し，生浸出液群が

最高であった．

3. 注射用量を 3.0ccに増量すると，生浸出液群408

〉抗原基液群396＞煮浸出液群346を示した．

4. i:f：射用量を 5.0cdこj曽宣すると，各群と も3.0cc

の場合より反って減少し，生浸出液群395＞抗原;JJi液

群361＞煮浸出液群307を示した．

5. RPち主浸出液群は会実験を通じてP 11？に煮浸出

液群を凌処した溶.0L：.｝；を産生した．

第61表健常白鼠筋肉組織生 ・煮浸出液及び抗原

基液の増量に依る.！／if:大溶血価増加百分比
の推移（抗原注射後7日目）

抗原別｜ ｜ ｜ 
｜生浸I±』i1i<I煮浸出液｜ 抗原基液

抗原琵：（cc) I I I 

1.5 

3.0 

5.0 

277 
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第22図 各抗原及び抗原基液注射Jltと最大溶血価
増加百分比との関係
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又各群の溶血価増加百分比の総和pRPち各抗原注射

後 3日， 7日，10日＇ 14日の3頭平均溶血価増加百分

比の総和を比較すれば第62表及び第23図に示された如

くでありp 次の事項を認めることが出来る．

6. 抗l＼~（；＇］：fj.J用量l.5ccの場合は， 生浸出液群 824>

抗原基波群797＞煮浸出液群334を示した．

7. 抗原注射用量を 3.0ccとした場合は， 3者共著

明に駒大し生浸出液群1411＞抗原基液群1274＞煮浸出

液群1152を示した．

8. ii＇射用量を 5.0ccに増加した場合は，かえって

3.0ccの場合よ りも3者いずれも減少し， 生浸出液群

1252＞抗原基液群1037＞煮浸出液群947を示した．

9. 以上溶血価増加百分比の総和をみても3 生浸出

液群は常に煮浸出液苦手よりも高い値を示していた．

JO.以上の事実は， 健常自民筋肉組織中にはイムペ

ヂンを保存していないことを物語っているものであ

る

第62表 健常白鼠筋肉組織生・煮浸出液及び抗

原 I，！；淡J(f/[1l：に依る溶血価増加百分比総

手［Iの推移

＼ ＼ ＼ 抗 l幻 山 ｜ ｜ 
＼＼ ｜生浸出液 ｜煮浸出液 ｜抗原基液

抗原量（cc〕＼吋 I I 

1.5 

3.0 

5.0 

824 

1411 

1252 

797 

1274 

1037 

334 

1152 

947 

第23図 ？，抗原及び抗原基液の注射J曽量による溶
血価増加百分比総和との関係、

/S"(I() 

制

hp

海
外
舟
忠
之
ι↑ 。 s. 0 I!" 

－→ シ主射盈

CI）煮浸出液 (II）生浸出液 （盟） 抗原Jよ波

占.0

第5報血中沈澱素産生に及ぼす吉

田肉腫皮下腫場生・煮両、植

液の作用
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緒 言

今ままは家兎流血中の沈澱素産生を指標として吉田肉

腫のイムベヂン現象を吟味した．

実験A.吉田肉腫を以ての場合

実験材料

l. 健康馬血清

東京大学伝染病研究所製造のもの

2. 吉田肉腫皮下種疹生浸出液

第1報実験Aに記載されたもの．

3. 吉田肉腫皮下腫疹煮浸出液

第l報実験Aに記載された 100。C30分煮浸出液であ

る．

実験第1.可検抗原用量l.5ccの場合

実験方法

体重Zkg内外の健常白色雄性家兎3頭を以って l

群とするAB及びCの3群即ち9匹を用意してA群に

は馬血清Iceに生浸出群l.5ccを混入， B).l平に（よ煮浸出

液1.5ccを， ：zc群には0.5%石炭酸力[10.85%食塩水を
1.5cc混入して，それを各家兎の耳静脈内ヘ ー同かぎ

り注射し，その後8日目に採血してその’i成沈澱f討

を測定した．

沈澱反応検査術式

鳥潟沈澱計を一列に用意して，結合第I型の検査に

対しては抗血清の一定量O.Iccに対して馬血清を 各

0.1, 0.2, 0.4, 0.6, 0.8, 1.0，と変化させて追加し，第E

型には馬血清の一定量O.lccに対して抗J(!L；育を 0.1,O.'.?, 

Oム0.6,0.8, 1.0と変化させて追加しp第E型に際して
は馬血清及び抗血清を各， 0.1,0.2, O.l, 0ふ 0.8,1.0と

混和して0.85?.i食塩水を以て各内容を2.0ccとなして充

分に撹排した係， 37°Cのm卵器内に2時開放置しその
後取り出し再び内容を撹枠して平等な濁濁となし， 直

ちに一分間3000回転の遠心；：；；に30分間遠心沈澱を行

川その産生沈澱子量をルーペを以て読み計量した．

実験成績

実験結果は第63表乃至第65表及び第24図乃至第26図

に示された如くである．

所見概括

1. 第Im結合に於いては煮浸出液群の平均沈澱子
量は1.7を示し3者中最大となりp 生浸出液群は1.4，抗

原基液君事は1.0を示した．

2. 第E型結合に於いては煮浸出液群3.9＞抗原基

群液2.0＞生浸出液群1.9を示し，煮浸出液群が最大で

あった．
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第63表 吉田肉種皮下腫婚生煮浸出液及ぴ抗原基

液 I.Serに依る抗血清を以ての沈澱反応

(3頭平均）第 l型

馬血清量 抗血清量｜食 院 生成沈澱子量
（α） (LC) ｜水計一一一一一

｜ ・ 生 ｜煮対照

0.1 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

平

第64表

馬血清量 φ 抗血清量
(cc) (cc) 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

平均

第65表第

馬血清量｜抗血清量
(cc) I (cc) 

0.1 I 0.1 

0.2 I 0.2 

0.4 I 0.4 

0.6 I 0.6 

0.8 I 0.8 

1.0 I 1.0 

平均

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.5 

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

。。勾
t
p
b
q
u
曽

1

1

1

1

1

1

 

1.0 1.0 

1.0 ' 1.3 

1.0 1.5 

1.3 2.0 

2.0 2.2 

均
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q
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』
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nv 
A
U
 

第 E 型

｜食窓 生成沈澱子量
水量｝ー－，－－－一 l一一一
1, 1 er 1 生 ；煮 ｜対照

0.1 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

l.0 

1.8 1.0 

1.7 1.0 

l.5 1.5 

1.3 2.0 

1.1 2.5 

0.9 3.3 

1.0 I 1.0 

1.3 1.0 

2.2 2.0 

3.5 2.0 

6.7 3.0 

8.7 3.5 

n
u
 ．
 

η
u
 

n
y
 ．
 

9
d
 

nv 

守
E
A

四 型

はま境｜ 生成沈澱子量

ル到生｜去対照

1：日
3. 第E型結合に於いては煮浸出液苦手 2.3＞生浸出

液群1.8＝抗原基液群1.8を示し，煮浸出液群が最大で

あった．

4. 即ち生浸出液群は常に煮浸出液群よりも低劣な

沈澱子量を生成した．

実験第2.可検抗原用量3.0ccの場合

可検抗原用量を 3.0ccとL，その他は実験Aと全く

同様の検査を行った．
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（第65表参照）
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液 3.0ccに依る抗血清を以ての沈澱反応

(3頭平均〉 第 1型
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実験成績

実験結果は第66表乃至第68表及び第27図乃至第29図

に示された如くである．

所見概指

I. 第I型結合に於いては，平均沈澱子量は煮浸出
液群2.1＞生浸出液群1.9＞抗原基液群1.5を示しP 煮浸

出液群が設大であった．

2. 第B附f合に lj~いては， 煮浸出液群 4.8＞ 抗原

基液群3.1＞生浸出液群2.3を示しp 煮浸出液群が；最大

であった．

3. 第E刑事JIfに於いてはP :Wt.211',f夜It)'.3.1 ＞抗原

基液群2.5＞生浸出液苦手2.4を示しP 煮浸出液群がやは

り最大であった．
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第67表第 E 型

刊号量l抗問量 ｜会 E
I I (c:c) 

生成沈澱子量

生 ！煮 ｜対照

1.5 1 2.0 J 1.0 

2.3 I 2.5 ' 2.0 

2.5 I 7.0 ! 3.o 
3.0 ! 8.0・4.0

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

1.8 

1.7 

1.5 

1.3 

1.1 

0.9 

平均

第28~ （第67表参明）
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第68表第圃型

食塩｜ 生成沈澱子：量
水量｜一一一「 →1 ・・ -
(cc) I生｜煮｜ 対照

1.8 1.0 2.0 1.0 

1.6 1.3 2.7 1.0 

I .2 2.5 3.0 2.0 

0.8 2.5 3.5 3.0 

0.4 3.3 3.5 4.0 

0 3.7 3.5 4.0 

馬血清量 ｜抗.illl清量
(cc) I (cc:) 

0.1 

0.2 

0目、1

0.6 

0.8 

1.0 

0.1 

0.2 

0 .. 1 

0.6 

0.8 

1.0 

平 崎 I2.4 I 3.1 J 2.5 
4. JWち生浸出液を加えたものは常に煮浸出液を加

えたものよ りも劣弱な沈澱子量を生成し，正常値以下

に迄ぞの生成を抑制じ子工場合もあった．

実験第3.可検抗原用量5.0ccの場合

可検抗原用量を 3.0ccとし，その他は実験Aと全く

同様の検査方法を行った．

実験成績

実験結束は第69表乃至第71表叉は第30図乃至第32図

に示された如くである．

第6θ表 吉田肉腫皮下腫熔生煮浸出液及び抗原基
液 5.0ccに依る抗血清を以ての沈澱反応

(3頭平均） 第 l型

馬血清量 ｜抗血清量
(er) ! (er.) 

l食境｜ 生成沈澱子量
水量｜ I I 

(cc) I生｜煮｜対照

1.8 1.0 1.2 1.0 

1.7 1.2 1.5 1.0 

1.5 1.2 1.7 1.5 

1.3 1.3 2.3 1.5 

1.1 2.0 ! 2.5 2.0 

0.9 2.8 • 3.0 2.0 

1 1.6 : 2.0 I 1.5 

第70表 第 E 型

0.1 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

平

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

均

馬血清量 ｜抗血清量
(cc) I (cc) 

0.1 0.1 

0.1 0.2 

0.1 0.4 

0.1 0.6 

0.1 0.8 

0.1 1.0 

平均

食指！
水量l
(cc j i 

1.8 

1.7 

1.5 

1.3 

I.I 

0.9 

生成主t~子量 一

生｜ 煮 ｜対照

1.0 1.8 1.0 

1.0 1.5 1.5 

1.5 2.8 2.0 

2‘0 3.3 2.0 

3.0 』.7 3.0 

3.0 7.1 4.0 

1.9 1 3 .5T－~.2 
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（第71表参照）第32図
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第第71表

抗血清量
(cc) 

馬血清量 i
(cc) I 

0.J 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

1.0 

平

土従 者、j従 者玖

札／脅、ち＇l

。

所見概括

1. 第 I型結合に於いて生成された平均沈澱子量は
煮浸出液群2.0＞生浸出液群1.6＞抗原基液群1.5を示し

煮浸出液群が最高であった．

2. 第E型結合に於いては，煮浸出液群 3.5＞抗原
基液群2.2＞生浸出液群1.9を示し，煮浸出液群が最高

であった．

3.第班型結合に於いては，煮浸出液群3.7＞生浸出

液群2.9＞抗原基液群2.1を示し，やはり煮浸出液群が

最高であった．

所見総括及び考察

実験第l,2, 3の所見を総括して第72表乃至第74表又

は第33図乃至第35図を得た．
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千
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型 ~u 抗原種別

第 74表

平均tt澱子量と抗原用量

l.5cc I 3.0cc I 5.0cc 

1.8 I 2.4 I 2.9 

2.3 I 3.1 I 3.7 

1.8 I 2.5 I 2.1 

第

E
型

生浸出液

煮浸出液

抗原基液

第 33 図
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以上の実験成績から次の事項を認めることが出来

る．

1. 吉田肉種皮下d重傷の煮浸出液を加えたものの沈

澱子生成量に3者中最大値を示した．

2. 一方生浸出液を加えたものは常に煮浸出液を加

えたもののそれよ りも低い値を示し，而も抗！京基液を

加えたものの値以下にまで即ち正常値以下にまでその

生成が抑制された場合もあった．

ー3：－抗原用量を3.0ccから5.0ccに噌重してもその沈

澱子量は増大せず3 反って減少した． （包し第E型結

合に於てのみ生，煮浸出液を加えたものは 5.0ccの場

合に増大した．

1) 2）の事項は吉田肉腫皮下屋蕩中にイムベヂン勢

力が保有されていることを示しているものでP 3）の事

項は過量の抗原が必ずしも過大の抗体を産生するもの

でないことを示しているものである．

実験B.健常白鼠筋肉組織を以ての場合

緒 言

今張は前実験への対照としてP 移植母地である健常

白鼠筋肉組織がイムベヂン勢力を保有しているかどう

かを検査した．

実験材料

1. 健康馬血清

東京大学伝染病研究所製造のもの．

2. 健常白鼠筋肉組織生浸出液

第 Irn，実験Bに苛載されたもの．
3. 健常白鼠筋肉組織煮浸出液

第 l報，実験Bに記載された 100°C30分煮浸出液で

ある．

実験方法

吉田肉腫に於ける場合と全く同一方法で行った．

実験成績

実験第1.可検抗原用量I.Secの場合

実験結果は第75表乃至第77表及び第36図乃至第38図

に示された如くである．

所見概括

1. 第 I型結合に於いての平均沈澱子量はp 生浸出

液群1.4＞煮浸出液群1.1＞抗原基液群 1.0を示し生浸出

液群が最大であった．

2. 第E型結合に怜いては生浸出液群 3.9＞煮浸出

液群2.2＞抗原基液群2.0を，Jミし，生浸出液群が最大で
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第75表健常r'I以皮下生煮浸出液及び抗原基液
1.5ccに依る抗血清を以ての沈澱反応

(3頭平均） 第I型

｜ ｜食塩1 生成沈澱子量馬血清量 ｜抗血清量 ｜ ｜ 
（α） I (cc) ｜水量一寸 一 一 一一
I I c lヱ｜煮 i対照

－A

門
4

4

4

・

氏
υ

．
．
．
．
 

n
u
n
U
A
U
A
U
 

1.8 1.0 0.5 0.5 

1.7 1.0 1.0 1.0 

1.5 1.3 1.0 i 1.0 

1.3 1.5 1.0 1.0 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

Ci.8 0.1 1.1 1.5 1.3 1 LO 

1.0 0.1 0.9 2.0 1.7 1.5 

平均 l1.4 I 1.1 1.0 

第76表第 E 型

馬血清量｜抗血清量 ｜全 量 生時沈澱で量
(cc) I (cc) ｜（ω｜生 ｜煮｜ 対照d

1

1

1

1

1

1
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U
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U
n
u
n
u
n
U
A
U
 

－i
n
，

L

4
・
F
D

Q
u
n
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n
u
n
v
n
u

n
u

n
v
唱

i

1.8 1.0 1.0 i 1.0 
1.7 1.0 1.0 i 1.0 
1.5 3.3 2.0 2.0 

1.3 3.5 2.3 ' 2.0 

1.1 s.2 3.o I 3.o 
0.9 9.7 3.7 3.5 

平均 I3.9 2.2 I 2.0 

第77表 第 国型

馬血清量 抗血清量 ｜重量 生蹴澱子量
(cc) (cc) l/J~ ~＼ , I (cc川生 l煮 対照j

0.1 0.1 i.8 ! o.8 I 0.1 i.o 
0.2 0.2 1.6 ! 1.7 I 0.8 1.5 

0.4 0.4 : 1.2 I 3.0 I 1.2 2.0 

o.6 0.6 . 0.8 I 3.3 I 1.8 2.0 
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あった．

3. 第E型結合に於いては生浸出液群 3.4＞抗原基

液群1.8＞煮浸出液枠1.6を示し，やはり生浸出液群が

最大であった．

実験第2.可検抗原用量3.0ccの場合．

実験絵果は第78表乃至第80表及び第39図乃至第41図

に示された如くである．

所見概括

第78表健常白鼠筋肉生煮浸出液及iJ抗原基液
3.0ccに依る 折血清を以ての沈澱反応

(3頭平均） 第 I型

馬血清量｜ 抗血清量
(cc) I (cc) 

0.1 0.1 

0.2 0.1 

0.4 ' 0.1 

0.6 0.1 

0.8 0.1 

1.0 0.1 

平均

食塩｜ 生成沈澱子量
水量｜ I I 

(cc) I生｜ 煮｜ 対照

1.8 ! 1.0 i 1.0 ! 1.0 
1.7 1.0 : 1.0 ! 1.0 
1.5 1.2 I 1.0 i 1.3 

1.3 1.7 I 1.0 I 1.5 

u : 2.0 I i.s I 2.0 
o.9 I 2.0 1 i.s l 2.0 

I 1.5 I 1.3 I 1.5 

第79表第 E 表

馬血清量｜ 抗J血清量
(cc) I (cc) 

0.1 0.1 

0.1 0.2 

0.1 0.4 

O.J 0.6 

0.1 0.8 

0.1 1.0 

平均
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1. 第 I型結合にl/2ける平均沈澱子量は生浸出液群

1.5.＞煮浸出液群1.3を示し，抗原基渡裕は生浸出液群

と同じく1.5であった．

2第E型結合に於いては， 生浸凶液群 5.1＞抗原基
液群3.1＞煮浸出液群2.9を示しP 生浸出液群が最大で

あった．

3. 第E型結合に於いては，生浸出液群 2.5＞煮浸

出液群2.0を示しp 抗原基液l:fi土生浸出液群と同 じく

2.5であった．

実験第3.可検抗原用量5.0ccめ場’合

実験結果は第81表乃至第83表及び第42図乃至第44図

に示された如くである．

所見概括

1. 第I型結合に於ける平均沈澱子量l士，生浸出液

群1.8＞抗原基液群1.5＞煮浸出液群1.3を示し， 生浸出

液喜平は最大であった．

2. 第 E型結剖こ G~·1. 、ては生浸出液群 5.1 ＞煮浸出

液群2.8＞抗原基液fif2.2を示し，生浸出液群は最大で

あった．

第81表健常白鼠皮下生煮浸出液及び抗原基液

5.0ccによる抗血清を以つての沈澱反

応（3頭平均） 第I型

馬血清量｜抗血清量 ｜会主｜ 吋沈澱弓
（α） ｜ いc) l (cc) I生｜煮｜ 対照

0.1 0.1 1.8 1.0 1.0 1.0 

0.2 0.1 1.7 . 1.0 1.0 1.0 

0.4 0.1 ' 1.5 2.0 1.0 1.5 

0.6 0.1 I 1.3 2.0 1.0 1.5 

0.8 0.1 ; 1.1 i 2.0 2.0 2.0 

1.0 0.1 I 0.9 . 3.0 2.0 2.0 

平均 I1.8 I 1.3 : 1.5 

第四表第 E 型

馬1ia;;'Jftti 抗血清量 i~ 11 生成沈澱子量
(re I (cc) ＜汀 Ii生 ｜煮 I<Jim 
0.1 0.1 1.8 1.0 1.0 1.0 

0.1 0.2 1.7 1.5 1.0 1.5 

0.1 0.4 1.5 3.0 2.5 2.0 

0.1 0.6 1.3 6.0 3.0 2.0 

0.1 0.8 1.1 7.0 I 4.0 3.0 
0.1 1.0 0.9 12.0 • 5.0 4.0 

’ 一一一ーー 一

平 均 s.1 I 2.s I 2.2 

第83表第 E 型

馬血清量 ｜抗血清量
lcc) I (cc) 

0.1 0.1 

0.2 I 0.2 

0.4 ; 0.4 

0.6 0.6 

0.8 0.8 

1.0 : 1.0 

平均
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沈
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十
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1.8 1.5 1.0 1.0 

1.6 2.0 1.0 1.0 

1.3 : 3.0 2.0 1.5 

0.8 3.0 2.0 2.5 

0.4 : 4.0 3.0 2.5 

0 i 5.0 4.0 3.0 

/ 3.1 I 2.1 I 2.1 
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第44図 （第83表参照〕
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3. 第E型結合に於いては生浸出液群 3.1：＞煮浸出

液群2.1＝抗原基液群2.1を示しP 生浸出液群がやはり

最大であった．

所見総括及び考察

以上の実験結果を総括して第84表乃至第86表及び第

45図乃至第47図を得た．而して次の事項を認識するこ

とが出来た．

I. 健常白鼠筋肉組織生浸出液を加えたものの生成

沈澱子量はp 常に3者中長大値を示した．

2. 一方煮浸出液を加えたものは生浸出液を加えた

もののそれよりも低い値を示しP 抗原基液を加えたも

のの値以下にまで減弱した場合もあった．

第84表平均沈澱子量と生・煮及び抗原基液

の用量との関係

型別｜
平均沈澱子量と抗原用量

抗原種別
l.5cc I 3.0cc I 5.0cc 

第 生浸出液 1.4 1.5 1.8 

煮浸出液 1.1 1.3 1.3 
型

抗原基液 1.0 1.5 1.5 

第 85表

平均沈澱子量と抗原用量

l.Sc:.J三出竺竺
型 5.lUI 抗原種別

一
液
液
液

出

出

基

漫

漫

原

生

煮

抗

一
第

E
型

555 

第 86表

型別 ｜ 抗原種別
平均沈澱子量と抗原用量

I .Sec I 3.0cc I 5.0cc 

第Ill 
生浸出液 3.4 2.5 3.1 

煮浸出液 1.6 2.0 2.1 
型

抗原基液 1.8 2.5 2.1 

第 45 図
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以上の事実は吉田肉l堕皮下腫溺の場合と全く相反す

る結果であってp健常白鼠筋肉組織中にはイムベヂン

勢力が保有されていないことを物語り，吉田肉腫腫疹

中にのみイムベデ／勢力が保有されていることを明白

に立証しているものである．

3. 抗原用量を3.0ccから 5恥 cに増量してもその平

均沈澱子量は増大せず，反って減少する場合もあり，

叉増大しでも非常に僅少慣であった．

全実験総括並に考察

われわれは以上の全実験結果を総括することにより

次の事実を認織することが出来た．即ち吉田肉援の煮

浸出液は試験管内及び生体内対黄色ブドウ球菌の1喰凶

作用を促進L，また対腸チフス繭凝集索産生，対山羊

赤血球溶血素の産生及び対馬血清の沈澱素の産生を増

強せしめたのにIi.してP その生浸出液はこれ等の各種

免疫現象を弱小化した．而も30分煮沸浸出液に於いて

その促進度が最大であった．

以上のことはp 吉田肉嘩にはイムベヂン勢力が保有

されていることを示し，その勢力は30分の煮沸で完全

に破却されるものであることを物語るものである．

更に吉田肉腫の移嫡母i也附近の筋肉組織 に於いて

は，生浸出液の方に前記の各免疫現象促進力が強くて

煮沸浸出液に於いて弱ノj、化していた．

このことは，結局イムベヂン勢力を保有しているも

のは吉田肉腫そのものであるこ とを示し，更にそのこ

とは可移他性動物Hf； ：；あである吉田肉腫も亦そのf~日因は

微生物であることを物語っているものである．

e・4ー吾4
市目 白岡

吉田肉~は イ ムベヂン勢力を保有しており，従って

その原因は微生物でなければならない．
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